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今月の行事
－
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世
界
農
林

業

セ

γ

サ
ス

実
施

6
日
　
神
川
分
団
運
搬
車
入
魂
・

式

8
日
　
町
議
会
招
集

17
1

27
日話

し
合
い
と
映
画
の
会

21

日
　
町
内
一
周
駅
伝
競
争
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ρ
公
民
舘
と
馨
竃
会
で
；

26

m
　
馬
場
地
区
全

27

日
　
城
元
地
区
全

さ
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十
七

日
か
ら
’
町
内
十
ケ
所
で
「
映
画
と
話
し

合
い
の
会
」
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
’
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
い

ろ
い
ろ
な
問
題
を
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
、
よ

く
し
て
行
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
合
間
に

v

参
考
に
な
る
映
画
数
本
と
’
非
常
に
よ
い
劇

映
画
一
本
（
約
二
時
間
）
を
上
映
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
会
場
と
も
午
前
九
時
三
十
分
開
会
、
午
後

四

時
閉
会
の
予
定
で
’
午
前
、
午
後
二
回
映
画

を
上
映
し
ま
す
。

　
主

催
者
側
で
は
た
く
さ
ん
集
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

日
e
v
　
（
　
）
は
会
場

17

日
　
松
坂
、
毛
下
、
笹
原
、
壱
崎
、

　
　
　
馬
場
中
原
　
　
（
笹
原
公
民
舘
）

18

日
　
半
ケ
石
、
川
南
、
川
北
、
段
中
野
、

　
　
　
大
久
保
、
白
井
’
安
水

　
　
　
　
　
　
　

（
川
南
公
民
舘
）

19

日
　
命
苫
、
厚
ケ
瀬
、
牧
原
、
協
和
、

　
　
　
宿
利
原
　
　
（
宿
利
原
中
学
校
）

20

日
　
岩
元
、
才
原
、
大
尾
、
落
河
、
笑
喜
上

　
　

下

　
　
　
　
　
　
（
才
原
公
民
舘
）

22

U
　
神
川
上
、
中
、
下
、
浜
、
神
川
中
原

　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
川
中
央
公
民
舘
）

23

口
　
皆
倉
上
、
下
、
桜
原
　
（
皆
倉
公
民
舘
）

24

U
　
鳥
浜
、
神
川
城
　
　
（
鳥
浜
公
民
舘
）

25

x
　
塩
屋
、
神
之
浜
地
区
、
麓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（麓
公
会
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
麓
公
会
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
麓
公
会
堂
）

申
告
し
な
い
と
不
利

三
月
二
日
か
ら
町
民
税
の
所
得
申
告

戦
前
の
課
税
方
法
が
「
賦
課
※
申
告
の
日
程
（
三
月
）

課
税
制
度
」
と
呼
ば
れ
る
の
に

対
し
て
，
現
在
の
新
し
い
制
度

は

「
中
告
納
税
制
度
」
と
い
わ

れ
て

い
ま
す
。

　
町
県
民
税
は
、
各
世
帯
の
一

年

間
の
所
得
の
正
し
い
申
告
を

求
め
、
こ
れ
に
基
い
て
課
税
さ

れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ

こ
で
三
十
五
年
度
の
町
県
3
日
午
前
中

民
税

の
所
得
申
告
を
三
月
二
日

か

ら
1
1
十
1
日
ま
で
し
て
い
た

だ

v
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で

も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
申
告
さ
れ
な
い
と
書
類
上
の

査
定
額
で
課
税
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い

　

な
お
’
今
回
の
申
告
は
t
昭

和

三
十
四

年
中
の
所
得
に
つ
い

て

申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
（
　
）
は
、
受
付
場
所

　
　

日
程
に
変
更
が
あ
る
と

き
は
部
落
長
を
通
じ
て
通

　
知
し
ま
す
。

2
日
午
前
中
、
松
坂
、
毛
下

　
笹
原
　
（
笹
原
公
民
舘
）

　
午
後
　
半
下
石

　
　
　
（
半
下
石
公
民
舘
）

　
　
　
　
　
　
川
南

　
　
　
　
（
川
南
公
民
舘
）

　
午
後
　
川
北
、
白
井
、

　
　
安
水
　
（
同
）

4
日
午
前
　
壱
崎
’
大
久
保

　
馬
場
中
原
（
同
）

　
午
後
段
中
野
（
同
）

7
日
午
前
中
　
笑
喜
上
、
下

　
　
大
尾
（
宿
利
原
小
学
校
）

　
午
後
o
落
河
、
才
原
（
同
）

8
日
午
前
’
宿
利
原
、
牧
原

　
　
協
和
、
（
同
）

　
　
午
後
岩
元
、
命
苫
、
厚

優
勝
秦
ー
ム
は
？

　　21
日
に
罰
崩
駅
伝
゜
競
争

糞
鴫
池
田
志
尾
宿

利
原
、
神
川
を
経
て
決
勝
点

は
’
大
根
占
小
学
校
七
区
間

三
十
六
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
す
o

　
参
加
チ
ー
ム
は
、
各
中
学

校
’
高
校
A
、
同
B
、
各
校

区
青
年
団
、
各
校
区
消
防
分

団
、
土
木
事
務
所
、
営
林
署

　
町
体
育
協
会
、
教
委
、
町
　
l
郵
便
局
の
十
七
チ
ー
ム

青
協
共
催
の
町
内
一
周
駅
伝
参
加
選
手
は
百
十
九
人
と
な
．

大
会
が
’
こ
の
二
十
一
日
、
　
つ
て
い
ま
す
。

町
、
町
婦
人
会
、
商
工
会
、
　
　
な
お
、
こ
の
ほ
か
’
部
落

南

日
本
新
聞
杜
の
後
援
で
行
職
場
混
成
の
チ
ー
ム
を
編
成

わ
れ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
参
加
し
た
い
と
き
は
、
十
五

校

簸
鷺
根
諒
慧
難
鰹
憩
擁

　
l
◎
駅
伝
の
懸
賞
　
　
川

　
川
　
　
　
ク
イ
ズ
募
集
　
…

　
優
勝
チ
ー
ム
と
’
そ
の
総

所
要
時
間
の
予
想
を
官
製
ハ

ガ

キ

に
記
入

し
、
十
九
日
ま

で
町

公
民
舘
へ
と
ど
く
よ
う

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

正
解
者
（
ま
た
は
最
も
そ
れ
に

近

い
も
の
）
三
名
に
粗
品
を
進

呈

し
ま
す
o
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　　　◇営林署の新庁舎落成◇
かねて工事中の営林署新庁舎がこのほど完工、近くその落成祝
賀会が開かれます。スマートな鉄筋コンクリート平家建て百六
十坪、工事費約一千万円で　松尾組↓鹿児島市）が施工しまし
た。敷地は鳥井戸上の約千四百坪　水田地帯のまん中にくつき
りと美しい姿をみせています。
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ケ
瀬
　
（
同
）

9
日
鳥
浜
、
神
川
城

　
　
　
　
（
鳥
浜
公
民
舘
）

10

日
午
前
神
川
上

　
　
午
後
　
神
川
中

　
　
　
　
（
神
川
小
学
校
）

11

日
午
前
　
桜
原
、
神
川
中
原

　
　
　
　
　
　
（
桜
原
公
民
舘
）

　
　
午
後
神
川
下
、
浜

　
　
　
　
　
　
（
神
川
小
学
校
）

14

日
　
皆
倉
上
、
下

　
　
　
　
　
　
（
皆
倉
公
民
舘
）

1615
日　日

17
日

18

日

19

日

21
日

（
以
下
会
場
は
議
事
堂
）

麓
、
弓
場
下

鳥
井
戸
全
区
、
木
場

大
橋
上
、
下

木
原
、
寺
前
、
山
ノ
ロ

中
西
、
山
添

神
之
浜
一
、
二
区

本
町
、
栄
町
、
京
町

旭

町
、
塩
屋
一
、
二
区

城
ケ
崎

瀬
戸
山
、
六
反
田
、
中

園
、
宮
脇
上
ノ
宇
都

讃
省
の
◎
険
苺

こ
ん
ど
団
体
貸
伸
を
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
改
め
ま
し
た

改
正
さ
れ
た
団
体
貸
付
制
度

の
内
容
は
簡
易
保
険
加
入
者

の
団
体
が
保
健
衛
生

施
設
、
厚
生
施
設
そ

の
他
’
被
保
険
者
の

共
同
の
利
益
を
図
る

施
設

を
さ
れ
る
よ
う

な
揚
合
に
は
、
月
額

保
険
料
の
三
十
倍
ま

で
の
範
囲
内
で
し
か

も
、
新
規
加
入
後
で

も
直
ち
に
貸
付
け
ら

れ

る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
o

1り町つく

　
例
え
ば
共
同
で
商
店
街
の

ア

ー
ケ
ー
ド
塔
を
つ
く
っ
た

り
、
共
同
で
使
用
す
る
農
機

具
や
モ

ー
タ
ー
、
部
落
の
親

子

ラ
ジ
オ
を
施
設
し
た
り
’

ま
た
婦
人
会
や
遣
族
会
で
は

婦
人
会
舘
や
集
会
場
を
つ
く
っ

た
ピ
書
唱
に
か
く
簡
易
保
険
加
入

者
の
共
同
の
利
益
と
な
る
施
設

を
計
画
さ
れ
’
そ
の
資
金
と
し

て

借
受
け

る
場
合
、
従
来
は
契

団
で
す
。
な
お
、
貸
付
利
子

の

は
年
六
分

で
す
が
、
簡
易

険
保
険
の
掛
金
を
団
体
で
ま

羅
｛
議
撰
灘

簡
ま
す
か
ら
’
そ
の
割
引
き

　
　
手
数
料
で
、
貸
付
金
の
利

子
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の

で
’
掛
金
の
十
四
倍
ま
で
の

貸
付
金
に
つ
い
て
は
無
利
子
と

同
じ
よ
う
な
こ
と
と
な
り
大
変

便
利
で
す
。

　
郵
便
局
で
は
！
新
し
い
村
づ

志“1‘lel‘’‘ttll‘1111111111‖ll‘11‘lllltl1‘1‘‘lt’tlttn‘lttt‘‘ln↓1t‘，1‘111‘lll‘‘1‘｜tT’t，1’「1tmlltm’1‘ll”ll，，‘1‘，■”IMItt‘1‘111”IIH‘1

に
命
苫
孝
英
君

町
青
協
の
定
期
総
会

　
町
青
協
で
は
、
昭
和
三
十
五
年
度
定
期
総
会
を
去

る
’
1
月
三
十
一
日
麓
公
民
堂
で
開
き
、

　

1
昭
和
三
十
四
年
度
決
算
承
認

　
2
昭
和
三
十
五
年
度
事
業
計
画
並
に
予
算
承
認

　

3
規
約
改
正

を
審
議
し
た
後
’
郡
教
育
事
務
所
峯
社
会
教
育
主
事

の

「
今
後
の
青
年
と
正
し
い
団
活
動
の
在
り
方
」
と

題
す

る
講
話
を
き
A
新
役
員
を
選
出
し
た
。

会
長

命
苫
孝
英

副
会
長
今
熊
洋

〃

　
〃
秋
元
み
よ
子

書
記

新
原
吉
治

く
り
町
づ
く
り
は
簡
易
保

険
の

団
体
貸
付
で
！
と
そ

の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　
〃

ク
　
笑
喜
京
子

　
会
計
　
吉
元
幸
久

な
お
、
各
校
区
団
長
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

大
根
占
校
区
厚
ケ
瀬
義
治

神
川
校
区
　
　
今
熊
　
洋

宿
利
原
校
区
　
黒
瀬
広
人

池
田
校
区
　
　
真
茅
春
雄

2
　
各
種
い
ず
れ
も
高
小
卒

　
或
い
は
、
新
制
中
以
上
の

　
男
子
で
、
実
務
経
験
が
三

　
年
以
上
で
、
年
令
は
二
十

才
か
ら
二
十

八
才
ま
で
’

　

特

に
技
術
優

丙　
秀
な
場
合
は

　
以
上
の
者
は
、

　
も
か
ま
い
ま
せ
ん
o

　
は

二
人
位
が
望
ま
し
い
o

二
V
労
仇
条
件

1
、
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
迄
の
取

　
扱
い

　
合
格
決
定
者
は
、
石
川
島

重
工
業
株
式
会
社
の
臨
時

　
従
業
員
と
し
て
、
渡
航
ま

　
で
の

期
間
必
要
な
教
育
訓

　
練
を
行
い
ま
す
。

2
、
訓
練
中
の
手
当
は
日
給

　
制
と
し
’
次
の
手
当
が
毎

　
月
二
十
八
日
支
給
さ
れ
る

　
、
三
十
五
才

べ
ま
で
の
方
と

　
し
ま
す
。

　
3
、
原
則
と

　
し
て
独
身
老

　
と
し
ま
す
が

、

経
験
五
年

　
　
妻
帯
者
で

　
　
　
　
子
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
児

島
県
人
会
扱
い
県
公
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼
寄
移
住
者
の

募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
切
の
指
導
を
県
人
・
t
’
、
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
三
、
渡
航
の
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
の
渡
航
費
は
政
府
貸
付
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経

済
課
へ
申
ら
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
携
行
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
住
の
覚
仁
て
渡
航
す
る
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
で
す
か
ら
，
当
然
、
財
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
才
以
上
の
働
き
手
の
あ
を
処
分
せ
ね
ぽ
な
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

で
、
そ
の
費
用
だ
け
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
供
の

少
な
い
場
合
、
右
条
ぽ
充
分
で
す
。
ま
た
，
敗
産

　
渡
航
の
確
定
し
た
者
に
対
件
外
で
も
認
め
ら
れ
る
場
合
を
処
分
す
る
の
に
、
財
産
を

　
し
’
生
計
資
金
と
し
て
、
　
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
買
う
相
手
に
金
が
な
い
場
合

　
手
当
の
ニ
ケ
月
分
を
貸
付
二
、
移
住
後
の
仕
事
　
　
　
、
自
作
農
維
持
資
金
か
6
り

蕊
慾
竃
鱒
殼
藁
き
袈
放
麓
醇
ま
方

　
航
の

日
ま
で
，
手
当
の
全
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
土
◎
く
わ
し
い
こ
と
は
、
経
済

　
額
が
支
給
さ
れ
る
。
　
　
地
を
配
分
せ
ら
れ
’
定
着
後
　
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

来
る
。

係
、
ふ
装
工

鍛

工
易
関
係

時
受
付
ま
す

　
二
十
四

才
以
下
の
妻
帯
者
7
，
現
地
の
給
興
職
種
に
よ
　
　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は

　
一
日
に
つ
き
、
五
百
円
　
　
っ
て
違
う
が
、
二
万
円
か
　
　
、
経
済
課
へ
お
出
て
く
だ

　
月
、
一
万
二
千
五
百
円
　
　
ら
四
万
円
の
間
で
、
高
級
　
　
さ
い
。

．

暮
欝
躰
勧
二
＋
九
オ
第
二
回
ブ
ラ
ジ
ル

　
一
日
に
つ
き
、
五
百
円

　
p
t
’
　
l
万
二
千
五
百
円

　
二
十
五
才
か
ら
二
十
九
才
第
一
回
の
移
住
が
’
非
常
に
、

　
迄
の

妻
帯
者
　
　
　
　
　
、
評
判
が
よ
く
、
成
功
裡
に

　
一
日
に
つ
き
、
六
三
〇
円
終
り
ま
し
た
の
で
，
ブ
ラ
シ

　
月
、
　
一
万
五
千
七
百
円
　
　
ル
の
県
人
会
か
ら
’

ハ
三
十
才
以
上
の
独
身
者
　
追
加
募
集
が
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
応
募
者
は
、

　
一
日
に
つ
き
、
六
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
m
z
’
　
1
万
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、

資
格

　
妻
帯
者
、
一
日
に
つ
き
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
家
族
移
住
で
、
構
成
は
、

　
七

百
五
十
円

　
月
、
一
万
八
千
七
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
家
族
と
な
っ
て
い
ま
す
が

3
、
生
計
資
金
の
貸
付
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三

月
中
旬
に
な
り
ま
す
と
’
　
は
十
七
号
と
大
差
な
い
が
、
冷

い

よ
く
早
抑
水
稲
の
種
子
ま
涼
な
地
帯
で
は
比
較
的
増
牧
し

き
で
す
。
今
年
か
ら
新
し
く
実
て
い
る
。
分
け
つ
は
多
い
が
葉

施
さ
れ
る
方
は
、
も
ち
ろ
ん
三
が
直
立
し
て
葉
の
色
が
薄
く
草

、

三
年

来
の
経
験
者
で
も
比
較
た
け
は
肥
切
れ
と
間
違
え
ら
れ

的
新
し
い
栽
培
技
術
で
あ
る
早
る
程
で
あ
り
ま
す
。

期

水
稲
の
耕
種
基
準
に
つ
き
ま
　
欠
点
と
し
て
は
穂
発
芽
し
や

し
て
は
、
よ
く
技
術
員
と
御
相
す
い
が
品
種
は
極
め
て
よ
く
、

談
さ
れ
ま
し
て
間
違
い
の
な
い
成
熟
期
も
早
い
。

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
本
年
は
種
子
が
充
分
で
な
く
、

　
も
ち
ろ
ん
栽
培
技
術
と
い
う
県
外
か
ら
移
入
さ
れ
ま
し
た
が

も
の
は
、
不
変
の
も
の
で
は
な
本
町
に
お
い
て
も
里
方
面
の
二

く
’
新
し
い
研
究
が
な
さ
れ
る
期
作
前
期
用
と
し
て
来
年
度
の

に

つ
れ
て

そ
の
成
果
に

よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
・
ぎ

も
の
で
あ
り
ま
す
が
’

そ
の
主
な
点
を
お
知
ら

致
し
ま
す
。
実
施
に
あ

た

り
ま
し
て
は
作
漫
、
時

、

も
し
く
は
座
談
会
で

詳
し
く
御
説
明
い
た
し

ま
す
。

一
、

品

種
に

つ
い
て

　
昨
年
ま
で
認
定
品
種

と
し
て
栽
培
さ
れ
で
来

た
、
越
路
早
生
は
奨
励

品
種
に
取
り
上
げ
ら
れ

農
林
一
七
号
と
共
に
県

下
一
円
に
奨
励
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
今
ま
で

認
定

品
種
と
し
て
取
り

上

げ
ら
れ
て
来
た
彦
太

郎
モ
チ
は
成
績
が
あ
ま

採
種
を
目
的
と
し
て
配
付

い

た

し
ま
す
。

　
平

和
モ
チ
は
、
出
穂
期

成
熟
期
は
十
七
号
と
同
じ

程
度
で
葉
の
色
は
淡
緑
、

種
子
は
無
芒
、
品
質
は
外

観
は
中
位
で
あ
る
が
モ
チ

に
す

る
と
粘
り
強
く
、
彦

太
郎
モ
チ
よ
り
食
味
も
よ

い
o
二
、
種
籾
の
浸
種
と
塩
水

選

　
塩

水
の
濃
度
は
比
重

一
、

〇
六
と
し
、
や
む
を

得

な
い
場
合
て
も
水
選
は

必
ず
行

う
と
改
め
ら
れ
ま

す

が
、
や
は
り
塩
水
選
を

行
つ
た
方
が
成
苗
歩
合
が

よ
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
。
　
，

　
浸
種
の
水
温
は
そ
の
限

り
良
く
な
い
の
で
取
り
除
か
れ
界
を
十
五
度
か
ら
三
十
五
度
ま

、

か
わ

り
に
平
和
モ
チ
が
奨
励
で
と
す
る
と
改
め
ら
れ
ま
し
た

品
種
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
三
、
風
呂
湯
漫
法

　
越
路
早
生
は
農
林
一
七
号
に
　
三
十
七
～
r
l
1
－
；
－
－
八
度
の
風
呂

比
ぺ
て
出
穂
成
熟
期
共
に
早
く
湯
に
つ
け
て
種
籾
が
芽
を
切
っ

強
程
て
倒
伏
難
、
イ
モ
チ
、
紋
た
程
度
に
催
芽
す
る
訳
で
す
が

枯
病
共
に
比
較
的
強
く
、
牧
量
、
こ
の
場
合
催
芽
の
不
充
分
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

は
　
－
、

馴
ら

一

、
麦

　

主
な

作
業
に
麦
踏
み
，
中
耕

士
入
れ
等
の

作
叉
が
あ
り
ま
す

そ

れ

ぞ
れ
の
n
的
を
良
く
考
え

て

適
期
に
ぜ
ひ

実
行

し
て
く
だ

さ
い
。

　
新
聞
等
で
伝
え
ら
れ
る
長
期

天

気
予
報
に
よ
り
ま
す
と
、
今

月
の
上
中
旬
は
気
温
は
幾
分
高

く
、
降
雨
量
も
多
い
と
の
こ
と

て

す
。
友
の
征
長
を
お
さ
え
、

湿
害
等
を
受
け
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

追
肥
は
適
期
に
播
種
し
た
も

の

は
来

月
L
旬
頃
、
十
ア
ー
ル

当
り
硫
奏
で
五
、
五
キ
ロ
か
ら

十
キ

n
位
施
し
て
v
だ
さ
い
。

早
期
水
稲
前
作
麦
の
場
合
は
成

熟
を

早
め

る
意
味
に
お
い
て
迫

肥
は

や

ら
な
い
方
が
よ
い
で
し

よ
う
。
二
、
菜
種

　
水
田
の
菜
種
て
湿
害
の
出
て

い

る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

耕
水
に
充
分
庄
意
し
酢
さ
ら
え

を
入
念
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

中
耕
と
土
寄
せ
は
今
月
下
旬

か

ら
三
月
上
旬
頃
行
い
ま
す
が

こ
の
時
期
の
土
寄
せ
が
あ
ま
り

多
い
と
菌
核
病
の
誘
囚
と
な
り

ま
す
か
ら
寸
寄
せ
は
軽
く
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
追
肥
は
十
ア
ー
ル
当
り
硫
安

も
の
を
急
い
で
次
の
操
作
に
う

つ
す

と
刀
の
出
方
が
悪
く
失
敗

し
ま
す
の
で
充
分
芽
を
切
ら
せ

る
こ
と
。

　
　
　

（
以
下
次
号
）
に

　　　　　　　　ヘ　　ブ　ハ　リ　　ザコ　　　ザ　　　　の

it　‘2月の劇
’

　　　ご

　ノ　営農相談
　　　　　∀ρ　　　N－　　－h，・　，一”　　　♂

で
七
’
五
キ
ロ
位
を
施
し
、

基
肥
に
加
里
質
肥
料
の
不
足

し
た
も
の
は
’
三
、
七
キ
ロ

位

を
施
し
て
く
だ
さ
い
o

三
、
早
期
水
稲

　
　
の

準
備

　

苗
代
用
の
水
田
は
十
ア
ー

ル
当
り
堆
肥
約
一
、
＝
二
〇

キ

ロ

を
施
し
て
今
月
上
旬
ま

で

に

は
耕
起

し
て
く
だ
さ
い

　

ク
ン
炭
田
川
モ
ミ
ガ
ラ
の
準

備
を
急
ぐ
こ
と
と
’
自
家
採

柿
産
の
種
子
を
使
用
す
る
場

合
は
技
術
員
と
相
談
し
て
発

力
試
験
を
や
っ
て
く
だ
さ
い

　

発
芽
試
験
の
簡
単
な
や
り

も
　
　
　
く
　
　
　
ノ
　
　
　
ハ
リ
　
ヘ
　
ロ
　
く
　
　
　
ロ

篠　
　
　
皿

に
厚

さ
三
ミ
リ
位

綿
類
（
布
類
で
も
可
）
を
敷

き
た
っ
ぷ
り
水
を
含
ま
せ
て

、

百
粒
程
度
の
秤
籾
を
並
べ

て

で
き
る
だ
け
暖
い
と
こ
ろ

に
置
く
と
七
日
か
ら
十
四
日

位

で
発
芽
し
ま
す
。

四
、
そ
の
他

前

月
同
様
、
農
作
業
は
割
方

暇

な
月
で
す
。
堆
肥
作
り
や

稲
架
材
料
等
の
準
備
を
い
た

し
ま
し
ょ
う
O

　

な
お
、
1
1
藷
の
貯
蔵
ツ
ボ

の

検
杏
も
忘
れ
ず
に
実
施
し

　

て

く
だ
さ
い
。

五竃
ヒ

　

ニ
月
か
ら
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

中
旬
に
か
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

中
耕
除
草
と
春
肥

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

を
や
り
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　

春
の
手
入
れ
次

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

第
で
、
三
番
葉
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

で
の

収
量
に
ひ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
川

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　川

　

肥

料
は
、
成
園

　
　
　
　
　
　
　
　

㎜

一
ア
ー
ル
（
三
十

　
　
　
　
　
　　
　
　
㎜

間
）
当
り
、
油
粕

　
　
　
　
　
　　
　
　
㎜

三

K
硫
安
四
K
、

過
石
、
加
里
そ
れ

ぞ
れ
二
K
を
配
合

し
て
や
り
ま
す
。

ま
た
、
た
い
肥
四

十
K
も
同
時
に
や

り
ま
し
ょ
う
。

　

肥

料
の
や
り
方

は
、
茶
園
の
す
そ

に

ミ
ゾ
を
堀
り
、

や
っ
た
あ
と
七
セ

ン

チ
ほ

ど
土
を
か

ぶ

せ
ま
す
。

昨
年
の
秋
芽
が

の

び

て
、
l
番
茶

の

茶
つ
み
に
困
る

よ
う
な
園
は
、
二

月
下
旬
に
浅
く
切

り
そ
ろ
え
て
v
だ

さ
い
。
深
す
ぎ
る
　
・

と
収
量
が
少
く
な

り
ま
す
。

眠
”
’
”
”
i
m
”
m
，
は
な
し
の
た
ね
…
・
≡
M
M
M
I
・
三
三
三
三
・
≡
t
t
t
H
M
e
t
M
t
t
l
M
t
L
I
L
t
t
t
l
T
t
l
t
t
t
e
t
l
t
t
l
l
t
三
≡
。
≡
ほ

農
村
病
は
気
が
ね
か
ら

　
わ

が

国
の
農
村
病
と
い
え
ば

高
血
圧
と
胃
腸
病
、
神
経
痛
な

ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
が
農
村
に
と

く
に
多
い
の
は
農
村
の
生
活
環

境
に
よ
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い

る
。
　

激
し
い
農
作
業
や
、
n
常
の

周
回
に
対
す
る
〃
気
が
ね
〃
に

よ
っ
て
こ
の
種
の
病
気
は
ひ
き

お

こ
さ
れ
る
。
尚
血
圧
や
胃
腸

病
な
と
も
、
食
物
の
影
響
よ
り

も
ク
気
が
ね
〃
す
る
こ
と
に
よ

つ

て
、
精
神
的
緊
張
状
態
が
体
㎜

内
の
機
聞
に
作
川
し
、
正
“
吊
な
㎜

働
き
を
に
ぶ
ら
せ
る
結
果
だ
と
㎜

言
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
神
粁
涌
に
し
て
も
〃
気
が
ね
㎜

〃

か

ら
無
理
な
過
労
に
お
ち
い
川

り
、
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
病
気
だ
㎜

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
〃
気
㎜

が

ね
〃

を
し
な
い
生
活
が
送
れ
㎜

ぬ
限

り
、
8
2
村
か
ら
こ
れ
ら
の
㎜

．

晒

気
を
な
く
す
こ
と
は
て
き
な
㎜

い

よ
う
だ
。
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
言
報
研
究
2
】
㎜
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第86号　　’　　　：　” 大

　　　りみ　　ド　　　　　　　　　　　　　　　す

　　誓三有畜営農を進　　こ　垂

　　≡ド，まず飼料の計画か　　　≡

≡麗纏籔聯識物罐㌶1㌔
　　≡（昭和31年の生産額を100とした場合37年に114．6）　　曇

　　≡竜鹿関係の仲長率はt高く見ている（昭和31fl　100に対誓

　　≡し　37年162．6）　これは　政府の国民所得倍増計画に≡

　せ基づき国民の畜産製品の需要増を見積つて大いに増産≡

q遼竃黙臨離㌶蹴曇竃
1翌醗灘繊織享竺の中醐1
　§　ところで、家畜をふやすとしても　むやみにふやしき
　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニエ

　　　も難儀するだけで，すからそれに併行した飼科計画を≡藪て。腰剛註　　　　　曇
　曇1　和牛には1日当り約25キロの青草をやれぽ他に濃≡
　書厚飼料をやらなくても充分です。夏は青草が豊富です≡
　≡が、労力が大変てすし　冬はなおさら大変てす。です≡
　曇からどうしても牧草や飼紺乍物を植える必要がありま≡

　§す。1頭‘当りできれほ1反少くとも3、5畝は必要です。曇
　き体係として』ヰq間3毛作とし　トウモ・コ／5、6月青≡
　喜刈）テオシンb（7月一10月百刈）tl藷・燕麦（10日～5月曇
　§な【とが考えられます。　　　　　　　　　　　　　≡

　≡2　ワプは余りよい飼料とはいえず　たい肥にすべき言
　曇ものてすが　足りなければ石灰ワラとして使います。≡
　妻　これは4斗だるに水を一ばいいれ、消石灰1キnの中≡
　墓に切りワラを浸し　　　　　　　　　　　浮き上らぬよう苗石をして一昼夜≡
　曇亨｝き、翌日ザルにあげて水分をきり牛にやります。　≡

嘩警籔寳鶯霧鷺二三i
　誓す。10月下旬まてに詰め　12月中旬から使うことがで≡

　≡き4尺×8尺のサイPなら燕麦8畝ほとの量がありま≡
　≡す。1日7キロぐらいやります。　　　　　　　　　≡
　≡4＼クローバー　5畝から1反作つておくとよい。4月≡
　≡か、ら1月おきに7月こま舌切ることができ、畑は地力か増≡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　トし　　　　　　34年度分　　部落別納税
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